
N o .３ ０ ９ ６
秀麗富士眺望の二座縦走
扇 山 ・ 百 蔵 山

実施日 ２０２３年１月２２日（日）
天 候 晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 石附智恵､石原勝正、伊藤久

雄、中村友子､峯川弘子､遠
井謙策､宮崎敏男 計７名

費 用 高尾～鳥沢JR506円、猿橋～
高尾JR506円 計1,012円

タイム 鳥沢駅(8:25)梨ノ木平登山口(9
:30)ツツジ川道分岐大久保山
のコル(11:05)扇山(11:10∼12:
00昼食・休憩)大久保山(12:1
0)宮谷分岐(13:10)コタラ山分
岐(14:00)百蔵山(14:05∼30)百
蔵浄水場(15:20)百蔵山登山口
経由猿橋駅(16:00∼16:35)
行動8時間(Net6h30ｍ)
約14㎞／↑1340㍍･↓1326㍍

扇山、百蔵山は中央沿線で人気の
ある山だ。こぶし会でもこれまで
何回も登られており今回参加者も

❢皆さん経験者だ(リーダーを除き )
しかし 1月の厳冬期は登山者はめ
っきり少ない、二座縦走はほぼゼ
ロだった。
ちょっと辛かったのは登山口への
バスがすべて運休で（登山者閑散
期ゆえ）、駅から駅への二座縦走を
すべて徒歩で賄わなければならな
かったことです。（ほぼ高齢者、後

期 高 齢 者 ～ 除 く
お嬢様一人）
こ の 週 の Ｔ Ｖ は
か っ て な い 超 寒
波 が 来 襲 す る と
の予報が盛んで、

そ
ん

な中、参加申し
込みが日に日に
増 え い っ と き 8
人 に達したのに
は驚かされた。
こぶし会はまだ
まだ健在か、かつ老いてもなお山
男山女の気概残るかと（あきれ！
失礼）感心しました。
今回の扇山・百蔵山は大月市の定

める「秀麗富嶽十二景」の二座。
山頂に立った我々は日常見かける
富士山とは別格の景観（人それぞ
れそれなりに）を得たことは言う
までもありません（読者諸兄は写
真でご確認を）
以下参加者のひと言

・石原勝正 百蔵山下山時の急坂
と舗装道路の歩行で右足小指の
靴擦とその手当で歩行速度が遅
くなり早く歩けなかった。 79歳
目前の後期高齢者の俺はもう年
かな…。

・遠井謙策 三脚持参で集合写
真を提供いただいた最高齢の石
原さんには、最大の感謝です。
その為に足に故障を発生させて
しまったのかもしれませんね。
優しいメンバーとの楽しいワク
ワク感いっぱいの山行でした。

・峯川弘子 石原さんにはいつも
三脚を背負ってきて頂き感謝し
ております。
靴擦れは誰でも起こりうること
で、年齢は関係ないと思います。
登りでは石原さんの歩行につい
ていけず自分は遅れ気味でした。
こぶし会の健脚はすごいけど気
の若さもすごいです。

・中村友子 次回の山何処になる
か楽しみです。又宜しくお願い
します。
石原さん、靴ずれ大変でしたね。
トラブルは時々あるものです。
懲りずに又行きましょうね。そ
の時はよろしくお願いします。
登りのピッチは最高でした。

・伊藤久雄 健脚揃いが多く被写
体に入れることが出来ませんで
した。後期高齢者が登る山では
ありません (笑い )でも時間内に
全員登り切った (下山もした )の
は凄い！筋肉痛 (笑い )でも楽し
い山でした。

・石附智恵 寒むそうでしたが皆
さんと一緒に頑張りました。
今､電車でほっとしていい気持ち
です。大変だったけど満足した
山行です。懲りずに ､又 ､皆さん
とご一緒できるのが楽しみです。

（記・宮崎 敏夫）
（写真提供・石原勝正/伊藤久雄/峯川弘子）


